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 小学校植樹活動（石狩市）  

 

連絡先

中心となる

総合施設

・登山

・自然体験

・体験学習

・植樹ゾーン

・総合案内所

・森林学習センター

・宿泊施設

・林間キャンプ場

・多目的広場

・デイキャンプ場

・登山道

・水源の森植樹ゾーン

　など

【指定管理者】

 (一財)

 北海道

 森林整備公社

 道民の森

 管理事務所

 0133

 22-3911

【施設管理者】

 北海道

 石狩振興局

 森林室

 0133

 22-2151

キャンプを

主とした

自然体験ゾーン

・案内所

・オートキャンプ場

・自然体験キャンプ場

・登山道

・五右衛門風呂

　など

・道民の森

　情報発信

・植樹ゾーン

・案内所

・植樹広場

・体験学習文化

　活動ゾーン

・案内所

・陶芸館

・木工芸館

・学習キャンプ場

・バンガロー

　など

青山中央

(H15)

月形

(H5)

森づくり

活動の場

森林ボランティア団体

等の活動フィールド

地区名
（供用開始年）

神居尻

（H2）

青山ダム

（H5）
牧場南

(H4)

一番川

(H5)

特色 施設の内容

 

●森林・林業・木材産業・木育推進 
 管内の森林面積は、約 20 万９千 ha で、全道
森林面積の 3.8％を占めています。市街地化が進
んでいることから、管内における森林面積割合
（59％）は全道（71％）と比較すると低い割合
になっています。 
所管別では国有林が全体の 71%を占め、林相

別では天然林が 75％を占めているのが特徴です。 
管内の森林の整備や林業生産活動は、大都市

圏森林所有者の林業経営意欲が低いことなどか
ら立ち後れているため、森林の持つ公益的機能
の発揮とともに林業所得の向上が図られるよう、
森林の整備や林業生産活動の推進に努めていま
す。 
 管内には、16 の木材加工工場が操業しており、
これらの工場で生産される建築部材等は、道内
の新築住宅着工数（約３万戸）の約５割にあたる
木造建築にも使用されるなど重要な役割を担っ
ています。 
また、道が推進する、子どもをはじめとするす

べての人が「木とふれあい、木に学び、木と生き
る」取組の「木育」について、管内では、教育・
保育機関による森林づくり活動や木育マイスタ
ーをはじめ、企業や団体など多様な主体が連携
した普及啓発イベントなどの取組が広がってい
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●北海道立道民の森 
道民の森は、石狩管内当別町と空知管内月形

町にまたがる道有地約12,000haを活用した森林
総合利用施設です。道民が森林とのふれあいを
通じて自然とともに生きる力を培う場として、
６地区の利用ゾーンが整備されています。 

神居尻地区 総合案内所 神居尻地区 森林学習センター 

一番川地区 オートキャンプ場 月形地区 バンガロー 

■道民の森施設概要 

■木材加工工場数 

【道民の森】 
（指定管理者のHP） 

■石狩管内森林面積内訳 

（北海道水産林務部「令和５年度北海道林業統計」） 

（石狩振興局林務課調べ） 

木育ワークショップ（札幌市） 

シンボルキャラクター 

ふーちゃん 
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●協働による森林づくり(水源の森づくり)の推進 

道は、平成 20 年度から「道民の森・神居尻地区(当
別町)」に広がる牧野跡地(未立木地 135ha)をもとの
森林に戻し、「地球温暖化の防止」や「水源かん養機
能の回復・維持」等を目的とした「道民との協働」に
よる「水源の森づくり」を進めています。 

 

①協定による森林づくり(H20～) 

「森づくり活動」を行いたい「企業」・「団体」が、
植樹やその後数年間の育樹を約束する「協定」を
「道」と締結することで、道がその活動に必要なフ
ィールドの提供や植樹・育樹方法などの指導・スコ
ップや鎌などの貸し出し等を行い、企業・団体の自
主的な森林づくり活動を支援する取り組みを行っ
ています。 
 企業等による環境保全への貢献に対する意識の高
まりから、これまでに 21 の企業・団体が道と協定を
締結し、延べ 14,488 人が参加し、53.09ha の区画に、
108,423 本の苗木が植樹されています。 

 
②エコ・チャレンジ(H21～) 
平成 21 年度から、毎年６月と 9 月の 2 ヶ月間、現

地に植樹するための苗木やスコップを用意し、「個人
や家族」、「小中学生」など、誰もが気軽に植樹を体験
できる場所「エコ・チャレンジの森」を設定し、植樹
体験を通じた森林環境学習の場を提供しています。 
これまでに、延べ 5,649 人の方が参加し、11.20ha

の区画に、22,487 本の苗木が植樹されています。 
 

③北海道植樹祭(H24,H25,H26,H29,R3) 
多くの道民が参加し植樹を行う「北海道植樹祭」を

水源の森でこれまで５回開催、延べ 2,610 人の方が
参加し、4.11ha の区画に 7,600 本の苗木が植樹され
ています。 

 

「道民の森・神居尻地区」での植樹活動（当別町） 

■企業・団体等の植樹実績 
 


